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肝吸虫変形卵の疫学的意義
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人 体寄生虫 の異常卵につい ては 蛔虫 の不受 精卵（未受

精卵）が一般に知ら れている． また蛔虫以外 の線虫，吸

虫類な どに も変形卵 または不受精卵 として報告されてい

るものがいくっ かあるが，著者の知る限 りそのよ うな虫

卵は非常に少ないよ うであ る．　しかしこれらの異常卵 は

寄生虫の感染，予防，診断などの面から重要な意味を持

つことがあ り，蛔虫不受 精卵 はその代 表的なものとい え

よ う．

著者は最 近，人糞 便内の肝吸虫卵を多数 例について観

察 する機会を得 たが，そ の異常卵が意外に多 く含まれて

い ることに気づい た．肝 吸 虫の 異 常 卵 についてはまずKobayashi　（1915）

が虫体子宮内の虫卵には正常卵よ り

小さく，蓋は小さいかほ とんど区別できないもの，卵殻

後端に異常のある ものなどがあ り，これらは幼弱あ るい

は老熟虫体に多 い とした．つ卜 で北村（1916）は人糞便内

から蓋のない肝吸虫卵を見出し，これを未受精卵とい卜 ，Faust　＆　Khaw（1927）

は感染実験動物から得た成虫につ

いて小林と同様な観察を 行ない ，蓋のない虫卵も含まれ

てい たと簡単に 記載 した．また石井（1929）は人糞便内か

ら4 種 の異常卵を 検出し，動物 感染実験から これらは虫

卵形成機能 の障害で卵細胞 と卵黄細胞の合体が不完全に

なった時に産出される と推定した．その後，湯本（1936）

は感染実験動物 と人糞便内から得た虫卵の形態をかなり

くわしく観察し，正常卵のほかに蓋のない 虫卵を長楕円

形 と卵形の2 群に分け て異形卵子，盖はあ るが不完全 な

ものも2 群に分け て不 完成卵子とし，異形 卵子は虫体の

生活期間中常に産出され，不完成 卵子は虫 体の幼弱や衰

弱の時に多 く産 出されると推 察した．　これとほぼ同時に

氏家（1936）は卵殻 の形成機転を くわし く観察し ，異常卵

は虫 体の幼弱，老衰は もちろ ん健康な虫体におい ても急
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いてはかな りくわし く観察 されてい るが，これを疫学的

方面から追求した ものはほ とんどみられない．前記の よ

うに著者は最近，肝吸虫 の異常卵を多数 みることができ

たので，そ の形態や出現状態を調査 し，特に その疫学的

意義 を考察した．以下それら の成績を述べ ，諸家の批判

に 供したい．

調 査 方 法

人 糞便内の肝吸虫卵に はかな りの変異がみ られたが，

異常卵 とされ るものは蓋のないもので，その他 のものは

ほ とんど認められな かっ た．した がっ て，ここでは卵殻

に蓋を欠く ものを変形卵，そ れ以 外を正常卵 として取 り

扱っ た．変形卵 の調査に当っ ては 次の方法が用いら れた ．

検便法 と虫卵数 の測定：

糞便約0．5　gをMGL 法（ ホルマリン・エ ーテル法）

で処理し，全沈渣を100 倍で鏡検 した．肝吸虫卵が証明

されたも のについては再び糞 便を提出 させ， 正確に0 ．5g

をはかつてMGL 法で処理し，全沈渣に 含まれる虫卵

を 数え，2 倍してEPG　（eggs　per　gram）とした ．なお1966

年 の肝 吸虫卵陽 性者の再検便に はAMS　III 法（塩

酸・硫酸 ソーダ・ト ライトソ・エ ーテル法）を採用 し各

人について糞便0．　5　gを型通 り処理 して2 本ずつ作 り，

それぞれに集まっ た全虫卵を数え加算 してEPG とした．

変形卵出現率：

糞 便内の肝吸虫卵を陽性者ご とに正常卵 と変形卵 とに

区別して数え，〔変形卵／（正常卵 十変形 卵）］×100 を1

人 当りの変形卵出現率 とした，なお正常卵 十変形卵 の数

は原則として50 コ以上 とした．

変形卵 の計測 ：

蓋 がな く，卵殻に 亀甲 様の紋理 かある ことを確かめた

激な環境の変化や嫌忌する薬剤の吸収などによって産出　　 後，正常卵および変形卵とも陽性者5 人にっ卜 てそれぞ

されると述べ，石井，湯本らとほぼ同様な結諭を出した．　 れ30コずつ計測した．この場合，汕浸装置で十字可動捐

このように肝吸虫の異常卵の形態や卵殼形成機転にっ　　 微計を用いた．
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成　　 績

新潟県に おけ る肝吸虫 の寄生 状態

1962～1963 年 の2 年 間に わたり，新潟県 の肝吸 虫流 行

地 で本虫を対 象とした検便をMGL 法で 実施した．対 象

者は20 才以上 の 男 女 で ，北蒲 原郡豊栄町6 地区（ 内沼

遠沖，新鼻，川前，新井 郷，大月，下 土地亀）　728名，同

豊浦村2 地区（天王，三椡）　631名， 中蒲原郡亀田町3

地区（丸潟，長潟， 二本木）　915名お よび西蒲原郡黒崎

村2 地区（黒鳥，緒立）　551名であっ た． 各町村 の肝吸

虫卵陽性者 率を 比較す ると（第1 表 ），黒崎村が17．8　％

第1 表　新潟県に おけ る肝吸虫の寄生状態（1962～1963）

調　 査　 地　 域

新 潟 県 北 蒲 原 郡 豊 栄町

jy　　　　z7 　　豊 浦 村

／／　 中 蒲 原 郡 亀 田 町

／／　 西 蒲 原 郡 黒 崎 村

検査数　卵陽性者数（ ％）

728

631
915

551

107　（14．7）
73　（11．6）
82　（　9．0）
98　（17．8）

で最 も高 く，ついで豊栄町14．7％， 以下豊浦村11．6％，

亀田町9 ，0％ の順であっ た． これをさらに地区別にみ る

と黒 埼村 楮立42．9％　（28中14 名 ）， 豊 栄 町 新鼻38．6％　（149

中69 名 ）， 同内沼遠 狆33．3　％　（75中35 名 ）な

どが特に 高率を示し た．

つ ぎにその寄生濃度をEPG の値でみる と（第2 表），

いずれ の地区において もEPG　999　 以下の陽性者が圧倒

的に多 かった．すなわちEPG　999　 以下は亀田町が最も

多 く94．4％ を占め，ついで黒崎村86 ，　1　％，豊栄町76．9

％，豊 浦村57．9％ の順であっ た．　EPG が1 ，000～4，999，5

，000～9，999と多 くなるにっ れて陽性者は少数 とな り，EPG

10，000 以上は豊栄町お よび豊浦村 のそ れぞ れ2 名

（2 ．6％ ，10．5％）であった ．なおEPG の測定は新潟県

のほ かに埼玉（29 名 ），徳 島（27 名 ）， 宮 城（11 名）お

よび秋田県（7 名） の一部についても調べるこ とができ

た．対 象者は少なかっ たが，宮城県 と埼玉県はほぼ新潟

県 と同様にEPG の少ない ものが多かっ た．　しか し徳 島

県 はEPG　999　以下から10 ，000以上 までほぼ均等に分布

し，秋 田県ではEPG　10，000 以上が多 かっ た．

2．　肝吸虫変形卵 の形態（ 写真1 ～18 ）

人糞 便内 の肝吸虫 異常卵 は大部分が蓋 のない変形卵で

あっ た．一 般に正常卵 ない し異常卵 の形態につい て本調

査お よび動 物実 験を 通じ て分類してみると，次のよ うに

なる．

（1） 蓋のあるもの

a ．正常卵　 ミラシジ ウムを含む

b ，不完成卵　 ミラシ ジウムを含 まず

1） 全形は正常

2） 全形ほぼ正常，蓋 とそ の他 の卵殻が離 れ肥 厚

部なし

3） 全形 はU 字形 ，蓋 は小 さい か膜状

（2） 蓋のないもの

変 形卵　 ミラシジウ ムを含まず

1） 卵形

2） 長楕円形

3） 短楕円形

4） 円形

（3） 卵殻 の一部 ？（多 くは塊状）

大 体以上 のようであ るが，ほ かにそ れぞ れの虫卵 後端

に さらに 卵殻の一 部 ？が付着 してい るもの，左 右が極端

に不 相称のものなどもときどき見出された．これら正常

卵以外の虫卵の うち不完 成卵は今回の人糞便内に はほ と

んどみられなかっ たので，ここには蓋のない もの，すな

わち変形卵だけ を取 り扱っ た．変形卵は黄褐色で正常卵

より濃く，卵形，長，短楕円形 または円形で，卵殻に蓋

がな く一様に連続し，そ の表面に はいず れも亀甲 様の紋

理 がみられ，しば しば 虫卵後端に さらに卵 殻の一 部 ？が

付着していた，虫卵の大きさを5 人に つ い て30 コずつ

計測した と こ ろ（ 第3 表），全例を通じて長径の最大～

最小は35．6～15．8μ，短径の最大～最小は18．8～11．3μ，

長 径 平 均 ×短 径 平 均は26．6×14．6μ と な り， 正常卵

調　査　地　域

第2 表　肝吸虫卵陽性漑の虫卵数（EPG ）測定成績（1962～1963）

検査数　　999以下（％）1 ，000～4，999　（％）　5，000～9，999　｛％）10，000以上（ ％）

新 潟 県 北 蒲 原 郡豊 栄 町

μ　　　　X7 　　豊 浦 村

／／　　中 蒲 原 郡 亀 田 町

yy　 西 蒲 原 郡 黒 崎 村

秋 田 県 能 代 市

宮 城 県 宮 城 郡 松 島 町

埼 玉 県 北 埼 玉 郡 北 河 辺 村

徳 島 県 鳴 門 市

78
19
71
72
7

11

29

27

60

11

67

62

0

10

21

10

76．9）
57．9）
94．4）
86山

（90．9）
（72．4）
（37．0）

（22 ）

2 ）6

）6

）1

）3

）1

）1

）9

）

1

0

0

2

1

0

1

6

（L3 ）

（　2．8
（14．3

冂

（22

）

）

5 ）2

）

2
2
0
0
5
0
0
4

（　2．6
（10．5

（71．4）

（14．9）
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‥ － 一 一

例
心 － － －

1

2

3

4

－

こ ）

正　　 常 卵

30．8×15．4　（35．6～28．1×18．8～15 ．0）31．1
×15．8　（37．5～26．3×18．8～14．3）30．9
×15．5　（35．6～27．0×18．0～15．0）3L2
×15．4　（41．2～27．0×18．8～14．3）30．5
×15．7　（35．6～26．3×18．8～14．3）

25
26
26
27
26

8 ×5

×9

〉く6

×4

×

14
14
14
14
14

長径平均× 短径平均（ 長径最大～最 小× 短径最大～ 最小），

0

9

9

7

3

変 形　　 卵
一

（33，8～15．8×18．8～11．3）（32．6
～22．5×18．8～12．0）（35．6
～20．6×16．9～12．0）

（33．8～22．5×16．9～12，0）（33．8
～21．8×18．8～11．5）

各 例30 コあて計測 ，単位 μ・

第4 表　肝吸虫変形卵の出現状態（1962～1963）

冂3 ）

調　 査　 地　 域

新 潟 県 北 蒲 原 郡 豊 栄 町

夕X　　　　77 　　豊 浦 村
μ　 中 蒲 原 郡 亀 田 町

μ　 西 蒲 原 郡 黒 崎 村

秋 田 県 能 代 市

宮 城 県 宮 城 郡 松 島 町 他

埼 玉 県 北 埼 玉 郡 北 河 辺 村

徳 島 県 鳴 門 市

検 査 数

35

14

34

55

7

9

29

27

正常卵のみ（％ ）

5
0
3
5
0
2
9
5

（14．3）

（　8．8）
（　9．1）

（22．2）
（31．0）
（18．5）

正常 卵十変形卵（ ％）

30　（　85．0）

14 （100 ，0）31　（　91．2）50　（　90．9）7

（100 ．0）7　（　77．8）2

・O（69 ．0）22　（　81．5
り

一 一

1 人当りの変形卵出現率－〔変形卵／（ 正常卵 十変形卵）〕×100

（30．9×15．6μ）より小さかっ た．内容は ミラシジウムを

認めず（ごく少数の例外あり），す べ て多 くの大小の油

滴状顆粒を含み，ブ ラウン運動を行なっ ていた．

3．　肝吸虫変形卵の出現状態

変形卵 の出現状態を新潟，埼玉，徳島，宮城お よび秋

田県 の虫卵陽性者に っ卜 て調べた（第4 表 ）．変形卵は

陽性 者の大半 が排 出してい るよ うで，埼 玉 県 の69．0　％

（29 中20 名）が最 低， つ い で 宮 城 県77．8　％　（9中7

名），その他はいず れも80 ％以上 で，特に新潟県 豊浦村14

名お よび秋田県7 名には全員から変 形卵 が 検 出 さ れ

た．また1 人 当 り糞 便内の変 形卵出現率は新潟県 黒崎村

が最 も高く平均36．4　（77．8～2．9）　％，ついで同亀田町28．5　（76．9

～3．2）　％，以下同豊浦村24．5　（60．0～4．7）

％，埼玉県16．1　（33．3～2．7）　％，新 潟 県 豊 栄 町14．8

（30．0～2．9）％な どの順で，新潟県 の3 町村が高率を示

し，特にそ の最高％が非常に高 かった ．　し かし どの調査

地 域におい ても変形卵 だけを排 出してい るものは認めら

れなかっ た．

つぎに変 形卵出現率と地 域の陽性者率，陽性者の年 令

およびEPG との関連性を検討した．まず変形卵出現串

と地域の陽性者率 との間には新潟県4 町村では相関性を

認め ることができなかっ た．つぎに変形卵出現率 と陽性

者 の年 令との相関性を 検査数 が20 名以上だ っ た 新潟県3

町村，埼玉お よび徳島県について調べ ると，出現率 の

高かった 新潟県黒 崎村 と亀田町で 高令に なるにっ れて出

年

令

マ

ロ
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一一00000000
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第1 図　肝吸虫変形卵の出現率と年 令との関 係
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現率 も高くなる傾向が示 さ れ た（ 第1 図 ）．年 令と［司様

に20 名以上の 地 域 を 対 象に変形卵出現率 とEPG との

相関性をみると，　EPG　10～58，140 の範 囲内で どの町村

にお いても傾向ら しい ものは認めら れなかっ た．

4．　肝吸虫 卵陽性者 の再 検便

1962～1963 年の検便で肝吸虫卵が み っ かっ た黒崎村

の49 名につい て1966 年7 月に再び検便の機会を得た・

検 便は前回 のMGL 法に対し てAMS　III 法を用いたが，49

名 のうち再び虫卵が検出された ものは25 名（51 ．0％）

のみであっ た． また前回のEPG は99 以下34 名，　100

～999 が28 名，　1，000以上 が10 名で その最高は9，690，

平 均は760 であっ たが，今 回はそれぞれ17，　7，　1名で

その最高EPG は1，530， 平均 は160 とか なり減 少し た．

さ らに 前回 と今回 のEPG を各人ご とに 比較す ると，25

名 の うち明らかに前回 より減少し たもの15 名， ほ ぼ 同

じだっ たもの9 名，不明の もの1 名であっ た．

考　　 察

ここで述べた肝吸虫変形 卵の形 態 に つ い て は 北 村（1916），　Faust　＆　Khaw　（1927），

石井（1929）， 湯 本（1936），

氏家（1936） な どが記載し，一般に蓋 のない も

のを 異形 卵子また は異常卵 といい，蓋 はあ るが ミラシジ

ウムを 欠くものを不完成卵子 と呼 んだ．著者 も2 群に大

別し，前 者は従来 の異形卵子では異形吸虫卵 と混同しや

すく，異常卵では余 り広義 の感じを与 え る の で ど ち ら

も不適当 と考えて変形卵 と呼び，後者は不完成卵，両者

を併せて異常卵と呼ぶことに した．　ここにい う変形 卵の

内容はいずれ もミラシジウムを 欠くことになるが，北村

はこれを未受精卵 と報告し，湯本は本虫が雌雄同体で一

般に受精嚢 や 受 精 腔 内に多 数の精子が存在することか

ら， これを未受精卵 とい うのは危険 である と反 論した．

著者 も感染実験動物から得た虫体についての観察や中山（1912）

お よび 氏 家 の成 績を考慮して湯本 と同意見であ

るが， ミラシジウ ムを欠くことから死 卵 と判断した．

つぎに変形卵の成因 であ るが，氏家 は卵殻の形成 機転

につい て普通は1 コの卵細胞が まず卵形成腔に入 り，つ

いで5 ～7 コの卵黄 細胞が入っ た時に肝吸虫卵特有 の形

態 とな るが，卵黄細胞だけまたは1 ～数 コの卵細胞が卵

黄細胞にか こまれて卵形成腔に入っ た時には蓋のない虫

卵がで きる といい，これら のことは虫体の幼弱，老衰は

もちろん，健康な虫 体で も急 激な環境 の変化や嫌忌す る

薬剤 の吸収 などに よっ てもおこる と推定した．　こ れら推

（24 ）

論 のうち老衰虫 体に よっ て変形 卵が排出される説を，つ

ぎのことから同 意したい ．

1 ）肝吸虫 感染の機会がほ と ん ど な く なっ た新 潟県

（後 記）の陽 性 者 の虫体は高令者ほ ど老衰虫 体 と推察 さ

れる．2 ）変形卵出現 率と年令 との関 係は新潟県 の2 町

村で高令者ほ ど出現率が高くなる傾向を示し た．

1962～1963 年，新潟県西蒲原郡黒崎村 の肝吸虫卵陽性

だっ た49 名を1966 年 再び検使した ところ，その約半数

（24名 ）が肝 吸虫 卵陰性 となり， 陽性者には前回 のEPG

より増加した ものは 全 く み ら れ ず，その最高は前回の9，690

か ら1，530，平均 は前回の760 から160 に 減少して

い た．このことは一 応虫体の寿 命や自然排 虫などのほか，

少なくともここ3 ～4 年間ほ とんど再感染がな かっ たこ

とを意味してい るように思われた ．新潟県におけ る肝吸

虫 の感染は大鶴ら（1963）お よび齊藤ら（1964．　1965）も

観察している ようにモ ツゴ， タモロコ， タナ ゴお よび ゼ

ゼラのよ うな雑魚を生または生焼きの状態で 食べるか，

肺吸虫と同じよ うに 調理の過程 で感染すると考えられる．

しかし寄生 魚1 尾当 りの肝吸虫 メタセルカリア数は平均1

～5 コで非常に 少なく， しか もこれらの淡 水魚は近年で

は一部 の人を除 くとほ とんど食べないか煮焼 きして食用

に供す るとい う．一方，本県 の肝吸虫卵陽性 者数は流行

地住民 の10 ～20 ％ とかな り高率を示したが，1人当 りの

排卵数はEPG にして999 以下 が大半であっ た，さらに

前記のよ うに肝吸虫変形卵は死卵 と判断され，これが正

常卵に混じてかな り多 く排出されていた．これらのこ と

は肝吸虫症の疫学的調査に当っ て考慮しておく必要があ

ると思われた．すなわち変形 卵の出現状態 を新潟（85．7

～100 ％ ），埼玉（69．0％），徳島（81 ．5％ ），宮城（77．8

％）お よび秋田（100 ％ ）の5 県につい てみると， い ず

れも肝吸虫卵陽性者の大半 から変形卵 が証明され，一般

に 肝吸虫 寄生 者の糞 便には変形卵 が含 まれてい るよ うで

あ る．しかし1 人 当りの出現率は新潟県 が最 高77．8％，

平均14．8 ～36．4　で^徳島（8，8％）， 宮城（7．3％ ）お

よび秋田県（5 ．8％）に 比べてかな り高い．こ のような

ことから新潟県 の肝吸虫流行地を考察する と，卵陽性者

はかな り存在するげ れ ども，その大半は排卵数が少ない

ので虫卵の散布は稀薄に なる．その上 かかる虫卵には死

卵がかな り混っ てい るので，たとえマメタニシに摂取さ

れても発育 しない場合が多い　 これらの考え は淡 水魚に

寄生す る肝吸虫 メタセル カリアが極めて少なかっ た成績

（大 鶴ら，　1963　；　齊藤ら，　1964，　1965）と符合す るよう

であ る．さらに 住民の食生 活が向上 したことを考えあわ
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せ ると，少 なく とも新潟県においては肝吸虫 の感染の機

会が非常に少なくなっ た といえそ うであ る．また現在の

寄生者は変形卵を多 く排出している ことから，そ の虫体

はかな り古い と推察さ れ，今後 比較的早 く自然消滅して

ゆ くのでは ないか と判断さ れた ．以上 の諸点から肝吸虫

卵陽性者 の約半数が陰転し た理由を求め てみた．

最後に不完成卵は人 の検 便で は稀にしか 検出で きなか

っ たが ，感染実 験動 物（家 兎， テンジクネズ ミ）から得

た若い虫 体の子宮 内に はこれが多 く，そ の検便で も排卵

開始後少なくともI 週間ぐらい は正常卵に まざっ て検出

された．その形態 は蓋とそ の他の卵殻 が離れ肥厚部がな

卜 か，あ る卜 は全形 がU 字形で蓋は小さい か膜状であっ

た（写真13 ～17）．このよ うな形 の虫卵 がもし大で検出

できれば感染初 期の推定に役立つと考えて調べているが，

まだ検出の機会を得ていない．

ま　と　め

肝吸虫卵陽性者の糞便から肝吸虫変形卵が多く検出さ

れたので，その形態および疫学的意義を調べてみた．

1．新潟県の肝吸虫流行地におけるその陽性者率は10

～20％であっ たが，陽性者1 人当りの排卵数は少なく，EPG

999　以下が57．9～94．　4　％を占めた．

2．肝吸虫卵には正常卵のほかに異常卵が検出され，

これを変形卵（卵殻に蓋なし）と不完成卵に大別し，い

ずれもミラシジウムが認められなかった．

3，変形卵の出現状態を新潟，埼玉，徳島，宮城およ

び秋田県でみると，その大半の肝吸虫卵陽性者から変形

卵が検出され1 人当りの出現率では新潟県が圧倒的に高

く，最高77．8％，平均14．8～36．　4　％であった．

4 ．新潟県における肝吸虫卵陽性者の年令と変形卵出

現率との間には一般に高令になるにっれてその出現率が

高くなる傾向を示したが，　EPG との間にはほとんど相

関性を示さなかった．

5．新潟県西蒲原郡黒崎村の肝吸虫卵陽性者を3 ～4

年後（1966）に再検査したところ，その約半数が自然に

陰転し，再度陽性だった者の平均EPG は760 から160

j
145

に減少 してい た．　これらの成 績から も肝吸虫変形卵の疫

学的 意義を考 察してみた．

稿を 終るにあたりご指導，ご校閲をいただいた 大鶴正

満教授に深く感謝すると共に，本研究の材料 入手に便宜

を 計ら れた弘前大学山口富雄教授，新潟県公衆衛 生課，

埼玉県衛生研究所，宮城県寄生虫予防 会お よび 秋日］県 能

代市山本綜合組合病院に対して厚くお 礼申し 上げ る．
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写　真　 説　明

人糞 便内の肝吸虫卵

1 ～3 ．正常卵（2 は左 右不相称，3 は卵殻の 一部 ？が 付着）

4 ～10．変形卵（4，　5 は卵形，6 ～8 は長楕円形，9 は短 楕円形，1〔〕は円 形，なお6 はM 外的に ミ

ラシジ ウムを含んでいるもの）

11．　　 全形が正常な不完 成卵

感染 実験 動物から 得た肝吸虫の不 完成卵
12 ． 糞 便内 の全 形 正 常 な不 完成 卵

13 ～17 ． 糞 便 内 で 排卵 初 期に 検 出 さ れた 不 完 成 卵 ，17 は 卵 殻 の一一 部 ？が 付 着

18 ． 幼 弱虫 体f 宮 内 の 不 完 成卵

（　27　）



146

i““ “` ＝゙｀”・＝s ●●s＝●●s・I

Abstract　

l

L
－… ．＿ … ＿．．．

」

EPIDEMIOLOGICAL　SIGNIFICANCE　OF　THE　DEFORMED　EGGS　FOUND　IN　THE

FECAL　EXAMINATION　OF　CLONORCHIS　SINENSIS　INFECTIONS

Susumu　SAITO

（Departme が 好j ＆ぷ cal　Zoology，　Niigataびniversity・＆ ／・回／

がA ＆ぷ cine，　Niigata，　Japan）

As　deformed　eggs　of　C／θ？2θrchis 　s加召夕tsis 　are　frequently　found　in　the　human　fecalexaminations，　their　morphology　and　epidemiological　significance　have　been　investigated　inseveral

endemic　areas　of　the　fluke，　and　the　results　are　summarized　as　follows　：

1）　The　incidence　of　C／凹のrchis　infection　was　10～20％　of　2，825　inhabitants　in　fourendemic　areas　of　Niigata　prefecture，　and　EPG　were　less　than　999　1n　57．8

～94．4％　of　allegg－carriers

・

2）The　abnormal　eggs　found　in　feces　were　generally　divided　into　two　types，　namely－the　deformed　eggs　without　operculum　and　the　imperfect　eggs，　both　having　no　miracidiuminside．

3）　The　deformed　eggs　were　encountered　in　most　of　the　egg－carriers　in　Niigata，

Saitama，　Tokushima，　Miyagi　and　Akita　prefectures．　The　deformed　eggs　appeared　in　2．9～77．8％，　revealing

14，　8～36．4％　on　an　average　in　several　areas　of　Niigata　prefecture．　Thesefigures　were　higher　than　those　of　other　prefectures．

4）　The　significant　correlation　was　recognized　between　the　appearance　of　the　defor－

med　eggs　and　the　age　of　egg－carriers，　but　not　proved　between　the　former　and　EPG・

5）　The　fecal　re－eχamination　after　four　years　was　made　in　49　persons　almost　all　ofwhom　had　been　positive　for　the　deformed　eggs，　and　it　was　shown　that　about　half　of　thembecame　negative　and　their　average　EPG　decreased　from

760　t0　160．　According　to　these

results，　the　epidemiological　significance　of　the　deformed　eggs　was　also　discussed．

（28 ）




